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問題と目的

　思春期・青年期は，生物学的影響により，発達段階の中でもと

りわけ問題行動が生じやすい時期であるとされる（Steinberg，

2010）。その背景の一因として，ストレス反応に関連する視床下部

－下垂体－副腎軸（HPA軸）の発達による心理社会的なストレッ

サーに対する敏感さが挙げられる（Johnson，Dariotis & Wang，

2012）。しかしながら，すべての青年が心理社会的ストレッサーを

経験したからといって，必ずしも問題行動や心理的な不適応を起

こすわけではない。このように，ストレスフルな状況であっても，

精神的健康を維持する，あるいは回復へと導く心理特性をレジリ

エンスと呼ぶ（石毛・無藤，2005）。

　平野（2012）によると，レジリエンスは獲得可能性の観点から，

持って生まれた気質と関連が強い資質的レジリエンスと，発達的

に身につけることができる獲得的レジリエンスに分けることがで

きるとされる。後者のレジリエンスは後天的に身につけることが

比較的容易であるとされるため，とりわけストレスに脆弱な青年

に対する臨床的介入を講じるにあたって重要であるといえる。た

とえば，齊藤ら（2014）が東日本大震災の経験により獲得的レジ

リエンスを高く有する者の方がその後の精神的健康度が高かった

ことを示しているように，ストレスフルな困難状況を克服する経

験により獲得するレジリエンスがその後の精神的健康のあり方に

関連しており，いかに困難状況を克服し，獲得的レジリエンスを

得るかが課題といえる。

　こうした状況の克服にとって重要な心理学的変数として，これ

までソーシャル・サポートやそれまでの養育態度といった重要な

他者からの働きかけが取り上げられ，青年のレジリエンス形成と

の関連が明らかにされてきた（石毛・無藤，2005；葛西・藤井，

2013）。しかしながら，獲得的レジリエンスの形成において，家族

や友人など青年を取り巻く周囲の他者がどのような働きかけをす

ることが重要であるかについては十分に明らかにされてはいない。

また，青年期は発達的な危機が増大する時期であると同時に，健

康増進につながるスキルを獲得する時期でもある（Call, Riedel, 

Hein, McLoyd, Petersen, & Kipke，2002）ことから，青年が困

難状況に直面した際に，重要な他者からの時宜を得たサポートを

受け，新たなレジリエンス経験をもつことは，こうしたスキルを

獲得する上で重要であるといえる。

　そこで本研究は，まず青年がネガティブな情動を経験した際に

重要な他者から受けるサポートを測定する尺度を作成し，これに

より測定される不快情動サポートと獲得的レジリエンスとの関連

を検討し，どのようなサポートが獲得的レジリエンス形成におい

て有効であるかを明らかにすることを目的とする。

要約：本研究は，ネガティブな情動を経験した際に重要な他者から得られたサポートが，青年の獲得的レジリエンスに対して

どのような影響を及ぼすかについて検討することを目的とする。まず，中学生・高校生・専門学校生・大学生53名を対象とし

て自由記述およびインタビューによる予備調査から項目収集を行い，12項目を候補項目とした。つぎに，大学生140名を対象と

した本調査を行い，12項目について行った因子分析の結果，「受容的サポート」「気分転換的サポート」の２因子を抽出し，こ

れらを下位尺度とする「青年用不快情動サポート尺度」を作成した。これらについて家族からの受容的サポートおよび気分転

換的サポート，友人からの受容的サポートおよび気分転換的サポートと，獲得的レジリエンスとの関連について検討したとこ

ろ，獲得的レジリエンスの問題解決志向には家族および友人からの気分転換的サポートが，同じく自己理解には友人からの気

分転換的サポートが，同じく他者心理の理解には家族からの受容的サポートと友人からの気分転換的サポートがそれぞれ有意

な貢献をしていることが示された。

ネガティブな情動を経験した際に重要な他者からのサポートが

青年の獲得的レジリエンスに与える影響の検討

A Study on Influence of Support of Significant Others when Adolescents Experience

Negative Emotions on Resilience

松木　太郎 *　　齊藤　誠一 **

Taro MATSUKI*  　Seiichi SAITO**

13 松木太郎・齊藤誠一④.indd   125 2016/03/17   13:08:59



（126）

－　　－126

方　　法

予備調査

　2014年５月～７月に，中学生・高校生・専門学校生・大学生53

名（男性22名，女性31名，平均年齢17.79歳，SD =.90）を対象に

して，自由記述調査およびインタビュー調査によって，「青年用不

快情動サポート尺度」作成のために項目を収集した。「とても悲し

いことや，とても腹が立つことを経験した時，あなたは家族・友

人に対してどのようなサポートを求めますか」という教示により

得られた項目のうち，内容の重複しているものなどを整理し，12

項目を「青年用不快情動サポート尺度」の候補項目とした。

調査時期

　2014年９月～2014年12月。

調査対象者

　大学生140名（男性78名，女性62名，平均年齢19.44歳，SD = 

1.11）。

調査内容

青年の不快情動サポートを測定する項目

　予備調査で作成した12項目について，家族・友人について「と

てもつらいことや嫌なことがあった時，あなたはふだん，あなた

の家族や友人からどのようなサポートを受けていますか」と教示

し，「全くあてはまらない（１点）」～「とてもよくあてはまる（５

点）」の５件法で回答を求めた。

ソーシャル・サポート

　塩澤（2008）によって作成された大学生用ソーシャルサポート

尺度の下位尺度である「情緒的サポート」（「ふだんからあなたの

気持ちをよく理解してくれる」など５項目）を用いた。「全くあて

はまらない（１点）」～「とてもよくあてはまる（５点）」の５件

法で回答を求めた。

援助の欲求と態度

　田村・石隈（2001）によって作成された被援助志向性尺度の下

位尺度である「援助の欲求と態度」（「困っていることを解決する

ために，他者からの助言や援助が欲しい」など７項目）を用いた。

家族・友人についてそれぞれ尋ねた。「全くあてはまらない（１

点）」～「とてもよくあてはまる（５点）」の５件法で回答を求め

た。

獲得的レジリエンス

　平野（2010）によって作成された二次元レジリエンス要因尺度

（BRS）の下位尺度である「獲得的レジリエンス」を用いた。「問

題解決志向」（「人と誤解が生じたときには積極的に話をしようと

する」など３項目）「自己理解」（「自分の性格についてよく理解し

ている」など３項目）「他者心理の理解」（「人の気持ちや，微妙な

表情の変化を読み取るのが上手だ」など３項目）の３下位尺度計

９項目から成る。「全くあてはまらない（１点）」～「とてもよく

あてはまる（５点）」の５件法で回答を求めた。

倫理的配慮

　本研究で用いられたアンケートの表紙において、調査の中止お

よび協力の辞退はいつでもできること，個人情報に十分に配慮し

た上で研究目的のみに使用されることなどについての記載がなさ

れ，回答を行った者はそれらの記載に対して同意したものとみな

し，調査を行った。

結果と考察

１．青年用不快情動サポート尺度の因子構造

　青年の不快情動サポートを測定する項目12項目に対して因子分

析を行った。なお，青年の不快情動サポートを測定する項目は家

族と友人に分けたが，因子分析の際は，家族と友人を分けずに分

析を行った。因子構造を検討し，固有値の減衰状況と解釈可能性

から２因子を抽出し，因子負荷量の絶対値が .40未満かつ複数の因

子に .35以上で重複をしている項目を除外して，９項目を選定し

た。この９項目について，再度因子分析（主因子法，Promax 回

転）を行い，２因子を抽出した。第１因子は「なぐさめてもらう」

「はげましてもらう」などの項目から成るため，「受容的サポート」

とした。第２因子は，「気分転換をさせてもらう」「スポーツや遊

びなどでストレスの発散に付き合ってもらう」などの項目から，

「気分転換的サポート」とした。この因子分析結果をもとに，受容

的サポート R 度（５項目），気分転換的サポート R 度（４項目）

を下位 R 度とする。

　青年不快情動サポート R 度（９項目）を作成した。信頼性につ

いて Cronbach のα係数を算出した結果，受容的サポートはα

=.92，気分転換的サポートはα =.90という満足できる値が得られ

た。なお，下位尺度相関は .53であった。因子分析の結果，各項目

の平均値および標準偏差（SD），Cronbach のα係数は Table1に

示した。

Table1　 「青年用不快情動サポート尺度」の因子分析結果（主因
子法・Promax 回転）

項目 Ⅰ Ⅱ M SD

Ⅰ．受容的サポート（α =.92）

なぐさめてもらう 1.02 -.18 3.20   （.96）
はげましてもらう   .93 -.06 3.31   （.90）
「大丈夫」と言ってもらう   .75  .09 3.09 （1.01）

共感してもらう   .71  .19 3.37   （.96）

気持ちを理解してもらう   .68  .17 3.47   （.91）
Ⅱ．気分転換的サポート（α =.90）

気分転換をさせてもらう -.07   .89 3.30   （.93）
スポーツや遊びなどでストレスの発散に
付き合ってもらう

 .02   .84 2.98   （.89）

嫌なことを忘れさせてもらう  .00   .83 3.14   （.95）
冗談などで笑わせてもらう  .09   .72 3.28   （.93）

２．青年用不快情動サポート尺度の併存的妥当性の検討

　青年用不快情動サポート尺度の基準関連妥当性を検討するため，

受容的サポート，気分転換的サポート，ソーシャル・サポート，

援助の欲求と態度との相関係数を算出した（Table2）。なお，ソー

シャル・サポートについては，家族のソーシャル・サポート得点

と友人のソーシャル・サポート得点の合計得点を分析に用いた。

その結果，受容的サポートおよび気分転換的サポートは，ソーシャ

ル・サポートおよび援助の欲求と態度と比較的高い正の相関を示

した。不快情動サポートと，ソーシャル・サポート，被援助欲求

が正の関連をもつことから青年用不快情動サポート尺度の併存的

妥当性は満たされているといえる。

Table2　不快情動サポートと各変数との相関

ソーシャルサポート 援助の欲求と態度

　　受容的サポート .64** .46**
気分転換的サポート .64** .47**

**p <.01
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３．不快情動サポートと獲得的レジリエンスの基礎的分析

　不快情動サポートと獲得的レジリエンスの下位尺度について，

性別に平均値と標準偏差を算出し，各変数の性差について検討し

たところ，有意な差はみられなかった（Table3）。

４．不快情動サポートと獲得的レジリエンスとの関連の検討

　まず，不快情動サポートと獲得的レジリエンスの関連について

検討するため，青年用不快情動サポート尺度の下位尺度である受

容的サポートと気分転換的サポートと，獲得的レジリエンスの下

位尺度である問題解決志向，自己理解，他者心理の理解との相関

係数を算出した（Table4）。なお，受容的サポートおよび気分転

換的サポートは家族と友人に分けて分析を行った。その結果，家

族からの受容的サポートは他者心理の理解と有意な正の弱い相関

を，家族からの気分転換的サポートは問題解決志向と有意な正の

弱い相関を示した。また，友人からの受容的サポートは獲得的レ

ジリエンスのいずれの下位尺度とも有意な相関を示さなかったが，

友人からの気分転換的サポートは獲得的レジリエンスのすべての

下位尺度と有意な正の弱い相関を示した。

Table4　不快情動サポートと獲得的レジリエンスとの相関

獲得的レジリエンス

問題解決志向 自己理解 他者心理の理解

家族からの受容的サポート .12 -.02   .23*

家族からの気分転換的サポート    .24**  .15 .15

友人からの受容的サポート .06  .02 .15

友人からの気分転換的サポート    .28**     .28**    .23**

*p <.05，**p <.01

　つぎに，不快情動サポートが獲得的レジリエンスに与える影響

について検討するため，青年用不快情動サポート尺度の各下位尺

度を独立変数，獲得的レジリエンスの各下位尺度を従属変数とす

るステップワイズ法による重回帰分析を行った（Table5）。

Table5　獲得的レジリエンスにおける不快情動サポートの標準偏
回帰係数

獲得的レジリエンス

問題解決志向 自己理解 他者心理の理解

家族からの受容的サポート － － .19*

家族からの気分転換的サポート .19* － －

友人からの受容的サポート － － －

友人からの気分転換的サポート .24* .25** .19*

R 2  .11** .06** .09**

*p <.05，**p <.01

　その結果，問題解決志向においては，家族からの気分転換的サ

ポートと友人からの気分転換的サポートが有意な貢献を示した。

また，自己理解においては，友人からの気分転換的サポートが有

意な貢献を示した。さらに，他者心理の理解においては，家族か

らの受容的サポートと友人からの気分転換的サポートが有意な貢

献を示した。決定係数はそれぞれ問題解決志向において R 2=.11

（p <.01），自己理解において R 2=.06（p <.01），他者心理の理解に

おいて R 2=.09（p <.01）であった。なお，VIF は，問題解決志向

において1.06，自己理解において1.00，他者心理の理解において

1.04と小さい値を示していたことから，多重共線性の問題はない

と判断した。

　以上の結果から，①不快な出来事を経験した際に，解決策を積

極的に得ようとする傾向である問題解決志向は，家族および友人

からの気分転換的サポートを得る経験によって高められる可能性

があること，②自身の性格や不快な出来事が自身にどのような影

響を及ぼすかといった自己理解は，友人からの気分転換的サポー

トを受けることによって促されること、③他者心理の理解につい

ては，家族からの共感的理解やはげましといった受容的なサポー

トや，友人からの気分転換的サポートを受けることによって育ま

れることが示唆された。いずれの決定係数も必ずしも高いといえ

ないが，家族および友人の不快情動サポートは，青年の獲得的レ

ジリエンスの形成に寄与することが示された。

総合的考察

　本研究の目的は，青年がネガティブな情動を経験した際に，家

族や友人からどのようなサポートを受けることがレジリエンスの

形成を促すかについて検討することであった。そのために，「受容

的サポート」「気分転換的サポート」からなる青年用不快情動サ

ポート尺度を作成し，獲得的レジリエンスとの関連について検討

した。

　その結果，問題解決志向には家族および友人からの気分転換的

サポートが，自己理解には友人からの気分転換的サポートが，他

者心理の理解には家族からの受容的サポートと友人からの気分転

換的サポートがそれぞれ関連していることが示された。とりわけ，

他者心理の理解の促進において，家族から受けるサポートの中で

は，受容的な関わりが有効であるのに対し，友人から受けるサポー

トの中では，受容的なサポートではなく，気分転換につながる関

わりが有効であるという結果は，青年のレジリエンス形成に関わ

る家族と友人の役割の違いを示す重要なものであるといえる。

　これまで，レジリエンスは発達過程の中で育まれていくもので

あるため，家族や友人といったサポート資源の存在はかねてより

重要視されてきたが，ストレスが生じる場面で具体的にどのよう

なサポートを得ることが青年のレジリエンス形成において重要で

あるかという点については十分に検討されてこなかった。そのた

め，誰からのどのようなサポートが，どのようなレジリエンスを

形成するかについて具体的に示した本研究の結果は意義深いとい

える。ただし，重回帰分析における決定係数が必ずしも高くない

ことや，調査対象者の人数が十分ではないことなどから，解釈に

は注意を要するといえる。今後は十分な調査対象者数を得た上で，

青年のレジリエンスの形成に関連する他の要因についても検討す

Table3　不快情動サポートと獲得的レジリエンスの基礎統
計および t 検定

項目 男性 女性

M SD M SD t

不快情動サポート

家族からの受容的サポート 3.09 （1.01） 3.10 （1.11）   -.02

家族からの気分転換的サポート 2.87 （1.09） 2.55 （1.05）  1.50

友人からの受容的サポート 3.43   （.91） 3.58   （.92）   -.82

友人からの気分転換的サポート 3.63   （.88） 3.51 （1.08）   .66

獲得的レジリエンス

問題解決志向 3.59   （.76） 3.51   （.82）   .48

自己理解 3.30   （.69） 3.41   （.70）  -.83

他者心理の理解 3.37   （.74） 3.59   （.77） -1.50
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る必要がある。
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